
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                    

                    

      

 

 

書「キク」          
且格尋常高等小学校１年生 

絵「早春の川辺」          
岐阜県立岐阜中学校２年生 

 

ご あ い さ つ 
 

学校法人東京聖徳学園の創立者である川並香順先生は、明治３１(1898)年４月４日、岐阜県稲葉郡日

置江(ひきえ)村大字次木(なめき)（現 岐阜市次木）の亀甲山光衆寺(きっこうざんこうしゅうじ)で出生され、本年が生

誕 120 年にあたります。 

香順先生は、少年時代を光衆寺で送り、恵まれた自然環境と温かい家族の中で、読書の好きな思い

やりのある少年として成長しました。本学園の建学の精神である「和」は、香順先生が少年時代に培った

他人を気遣う“思いやり”から出発していると思われます。 

香順先生の生誕 120年にあたり、建学の精神である「和」についてさらに理解を深めるとともに、その原

点を求めて、香順先生が小学校、中学校時代に書かれた書や絵を紹介し、少年時代の香順先生の姿に

思いを馳せ、その人柄を偲びたいと思います。 
 

平成３０年３月２６日                         学校法人東京聖徳学園理事長  

聖 徳 大 学 学 長 

                                        聖徳大学短期大学部学長 

学 園 長  川 並  弘 純  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日置江村・且格(しょかく)尋常高等小学校時代の作品 

ポスター「火の用心 日置江少年消防隊」          
且格尋常高等小学校 

書「明治 38 年正月の日記」        
且格尋常高等小学校 1 年生    

書「吉田先生を送る文」       
且格尋常高等小学校    

書「君は民を愛し 民は君を敬す」    

且格尋常高等小学校 4 年生    

絵「日本ダイショリ」        
且格尋常高等小学校    

書「七十七士の歌」        
且格尋常高等小学校 1 年生    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立岐阜中学校時代の作品 

絵「アジ」             
岐阜県立岐阜中学校２年生    

書「万葉仮名手習い」           
岐阜県立岐阜中学校３年生    

絵「水仙」           
岐阜県立岐阜中学校３年生    

絵「雲のかかった山」           
岐阜県立岐阜中学校    

絵「世界的福の神 ビリッケン尊」                          
岐阜県立岐阜中学校    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川 並 香 順 先 生 年 譜 
 

明治 31(1898)年  0 歳 4 月 4 日   岐阜県稲葉郡日置江村大字次木 764 番地で出生 

明治 38(1905)年  ７歳 4 月       且格尋常高等小学校尋常科入学 

明治 44(1911)年 13 歳 3 月 25 日  且格尋常高等小学校尋常科卒業 

4 月    岐阜県立岐阜中学校入学 

大正 5(1916)年 18 歳 3 月 25 日    岐阜県立岐阜中学校卒業 

9 月              真宗大谷大学専修科入学 

大正 7(1918)年 20 歳 3 月 4 日    父 川並泰順死亡により家督相続 

大正 10(1921)年 23 歳 3 月 25 日  真宗大谷大学専修科卒業 

   7 月    財団法人協調会社会政策講習所修了 

大正 12(1923)年 25 歳 4 月       日本大学法文学部予科入学 

大正 14(1925)年 27 歳 3 月       日本大学法文学部予科修了 

4 月       日本大学法文学部法律学科本科入学 

昭和 2(1927)年 29 歳              高橋六三郎の三女 高橋孝子と結婚 

昭和 3(1928)年 30 歳 3 月       日本大学法文学部法律学科本科卒業 

昭和 5(1930)年 32 歳              東京市大森区新井宿に亀甲山光衆寺大森説教所（光衆会館）を開く 

昭和 6(1931)年 33 歳 １月 2 日   長女 泰子出生 

昭和 7(1932)年 34 歳 4 月 14 日  東京市主事、京橋区明石町市民館館長兼明石町保育園園長就任 

昭和 8(1933)年 35 歳 １月 17 日  長女 泰子 2 歳で急逝 

   4 月 10 日  大森区新井宿に聖徳家政学院と新井宿幼稚園創設 院長、園長就任 

   4 月 10 日  長男 弘昭（前東京聖徳学園理事長・学園長、聖徳大学学長、聖徳大学短期大学部学長）出生 

昭和 10(1935)年 37 歳 8 月 １日   次男 光昭（前東京聖徳学園常務理事・顧問、聖徳大学幼児教育専門学校校長）出生 

昭和 19(1944)年 46 歳 3 月 10 日   戦時下の学校整備により聖徳家政学院閉鎖 

3 月 15 日  聖徳学園保姆養成所設立 所長就任 

3 月 15 日  明石町方面館館長を辞し、東京都京橋区役所経済課長就任 

昭和 20(1945)年 47 歳 4 月 15 日  校舎、園舎等空襲で焼失、新井宿幼稚園を一時閉鎖 

昭和 22(1947)年 49 歳 2 月 5 日   聖徳学園保姆養成所を聖徳学園高等保育学校と名称変更、校長就任 

昭和 24(1949)年 51 歳 3 月 4 日   財団法人聖徳学園設立 理事長就任 

昭和 27(1952)年 54 歳   10 月 １日    新井宿幼稚園を聖徳学園三田幼稚園として再開、園長就任 

昭和 32(1957)年 59 歳 4 月 15 日   財団法人聖徳学園は学校法人東京聖徳学園となる 理事長就任 

昭和 40(1965)年 67 歳 4 月 １日    聖徳学園短期大学学長、聖徳学園短期大学附属幼稚園教員養成所所長就任 

昭和 41(1966)年 68 歳 4 月 １日   聖徳学園短期大学附属幼稚園園長就任 

4 月 27 日  逝去 

正六位に叙され、勲五等雙光旭日章を受章 

平成３０年３月２６日（月）～４月２８日（土） 
午前９時～午後５時  

（休館 毎日曜・祝日と学事日程による休業日） 
 

聖徳大学８号館１階 利根山光人記念ギャラリー 
ＪＲ常磐線・ＪＲ乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線とも 

松戸駅下車、東口より徒歩５分    （学内に駐車場はありません） 

岐阜中学校卒業記念撮影   

（最前列左端が香順先生） 


